第947回生物科学セミナー
（第368回 Zoological Conference）
日時：　1月9日（水）　16:40-18:10
演者：　柴　小菊　先生
　　　筑波大学大学院生命環境科学研究科下田臨海実験センター
演題：海産無脊椎動物を用いた精子鞭毛運動制御機構の研究
繊毛・鞭毛は、ほとんどの真核生物が共通に持つ細胞小器官であり、生息域を広げるための微生物や幼生の遊泳、受精を行うための精子の遊泳、体内のさまざまな現象を司る水流の形成など非常に重要な役割を果たしています。最近では繊毛が発生や細胞分化のシグナルを受容するためのアンテナとしての役割を持つこともわかってきました。私は繊毛・鞭毛の構造や運動メカニズムに興味をもって研究を行っています。繊毛・鞭毛は９＋２構造と呼ばれる非常に特徴的な美しい構造をしていますが、微小管と運動を作り出すモータータンパク質ダイニンがどのように相互作用しなめらかな波形を作り出すのか詳細な運動メカニズムは未だ明らかになっていません。その理由の一つとして繊毛・鞭毛運動が高速であるということが挙げられます。私はこれまで繊毛・鞭毛運動を正確に捉えるための顕微鏡照明装置や解析システムの構築を行い、海産無脊椎動物の幼生や精子を材料に研究を行ってきました。海産生物は材料としての扱いやすさ、構造の単純さなどの理由から古くから発生や受精の研究に用いられています。私が研究材料として主に用いているカタユウレイボヤは、ゲノムやプロテオームなどの分子的基盤が整っていることに加え、受精において卵側の因子が精子の運動を活性化、誘引する現象が知られており、精子の鞭毛運動制御機構を研究する上でとても有用です。精子が鞭毛運動を活性化するための分子機構、卵から放出される誘引物質に対する精子走化性機構について、鞭毛運動解析やカルシウムイメージングの手法を用いて最近明らかになった知見をご紹介します。
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